
指標 

（厚労省共通指標・ＤＰＣ指標）

Process

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子
a．手術開始前 1時間以内に予防的抗菌薬が点滴投与開始された手術件数 

b．分母のうち手術翌日に予防的抗菌薬が投与されていない件数 

c．分母のうち術後 2日目に予防的抗菌薬が投与されていない件数 

分母

a．入院手術件数（冠動脈バイパス手術・そのほかの心臓手術・股関節人工

骨頭置換術・膝関節置換術・血管手術・大腸手術・子宮全摘除術） 

b．入院手術件数（股関節人工骨頭置換術・膝関節置換術・血管手術・大腸

手術・子宮全摘除術） 

c．入院手術件数（冠動脈バイパス手術・そのほかの心臓手術）

収集

期間

調整

方法

30 予防的抗菌薬 

a．手術部位感染（SSI）を予防する対策の一つとして、手術前後の抗菌薬投与があり、手術執刀開始の1時間以

内に適切な抗菌薬を静注射することでSSIを予防し、入院期間などの延長を押さえることができる。 

b．c．手術部位感染(SSI)を予防する対策の一つとして、手術前後の抗菌薬投与があるが、不必要に長期間投与

することで、抗菌薬による副作用の出現や耐性菌の発生、医療費の増大つながる。 

a.手術開始前1時間以内の予防的抗菌薬投与率 

最小値 72.97 25%値 85.27 中央値～最大値 100.00 報告 24病院(分母0を除く) 

b.術後24時間以内の予防的抗菌薬投与停止率 

c.術後48時間以内の予防的抗菌薬投与停止率 

a.手術開始前1時間以内の予防的抗菌薬投与率 

指標を算出している病院では大半が非常に高値を示し

ており、ガイドラインの順守が行われています。算出

していない病院でも同様だと推測されます。 

当指標は記録された術前予防的抗菌薬の開始時間を集

計することが難しい(恐らく手術記録には記載がある

が、それを集計する機能がない)ことを示しています。

このような基本的な指標に関しては、電子カルテ側で

の対応が求められると言えるでしょう。 

b.術後24時間以内の予防的抗菌薬投与停止率 

c.術後48時間以内の予防的抗菌薬投与停止率 

Ａ）手術開始前 1時間以内の予防的抗菌薬投与率 
Ｂ）術後 24時間以内の予防的抗菌薬投与停止率 
Ｃ）術後 48時間以内の予防的抗菌薬投与停止率 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

年間数値報告 

考察・分析 










